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昭
和
初
期
の
地
図
で
豊
橋
市
、
渥
美

半
島
を
俯
瞰
す
る
と
、
半
島
の
根
元
で

三
河
湾
に
注
ぐ
豊
川
の
他
に
こ
の
一
帯

を
貫
流
す
る
大
き
な
河
川
は
見
当
た
ら

な
い
。
産
業
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
な
が

ら
、
こ
の
水
源
の
不
在
が
地
域
の
発
展

に
影
を
落
と
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と

は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
元
来
、
気
候

が
温
暖
で
農
業
に
適
し
た
土
地
で
あ
る
。

愛
知
県
東
三
河
地
域
、
静
岡
県
湖
西
地

域
を
潤
す
用
水
路
の
構
想
は
大
正
年
間

か
ら
の
悲
願
だ
っ
た
。

　
昭
和
二
十
四
年
、
地
元
農
家
の
切
実

な
要
望
を
受
け
、「
豊
川
用
水
」
の
整
備

が
農
林
省
直
轄
の
国
営
事
業
と
し
て
始

ま
る
。
豊
川
上
流
で
取
水
し
、
農
業
、

工
業
、
水
道
の
各
用
水
を
供
給
す
る
総

合
開
発
事
業
だ
。
着
手
か
ら
一
九
年
の

時
を
経
て
昭
和
四
十
三
年
に
全
面
通
水
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
農
業
が
飛
躍
的
に

発
展
し
営
農
形
態
が
大
き
く
変
化
し
た
。

さ
ら
に
当
地
域
の
人
口
が
急
激
に
増
加

す
る
な
ど
、
地
域
経
済
は
急
速
に
振
興

し
た
。

　「
豊
川
用
水
に
よ
っ
て
キ
ャ
ベ
ツ
や

ト
マ
ト
、
果
物
な
ど
の
農
産
物
、
ま
た

菊
な
ど
の
花
卉
類
も
こ
の
一
帯
の
名
産

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
施
設
の
老
朽

化
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
現
在
、
大
規

模
な
改
修
計
画
と
し
て
『
豊
川
用
水
二

期
事
業
』
を
展
開
し
て
い
ま
す
」
と
語

る
の
は

水
資
源
機
構
の
坂
野
和
弘
工

務
課
長
だ
。

　「
水
路
改
築
」「
大
規
模
地
震
対
策
」

「
石
綿
管
除
去
対
策
」
を
主
な
柱
と
し

て
、
平
成
十
一
年
か
ら
順
次
着
手
さ
れ

た
こ
の
改
修
計
画
が
い
ま
大
き
な
節
目

を
迎
え
て
い
る
。

地
域
経
済
躍
進
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起
爆
剤
と
な
っ
た

豊
川
用
水
の
全
面
通
水
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 強靭化への挑戦

P E
project

engineering

　豊川用水は一帯の農業を劇的に進化
させただけではなく、約80の事業所
に工業用水を供給、5市1町76万人の
市民に清浄な水を届けるライフライン
として地域を支え続けています。
　今回の改修事業で昭和30年代に施
工された施設に触れ、その材質、構造
の堅牢さに驚きました。ライフサイク
ルコストという視点が当時どれほど重
要視されていたのか分かりませんが、
「長期にわたる供用に耐える」という
使命感が伝わってきます。公共事業に

おけるそうした姿勢は当時から「当た
り前」だったのかもしれません。私ど
もも強靭なインフラとしてこの施設を
引き継いでいかなければなりません。
東海地震の発生確率は非常に高くなっ
てきています。地域の皆様のご理解、
ご協力を得ながら、地震対策の観点か
ら二期事業を早期に完了させる必要が
あります。そのためには建設業界の技
術力、施工力が不可欠です。今後とも
強固な協力体制のもと事業を推進して
いきます。

長期供用に耐える
強靭なインフラを次世代へ

P
project 
manager

独立行政法人 水資源機構
豊川用水総合事業部 工務課長

坂野和弘

豊橋
市役所

豊橋技術
科学大

豊橋駅

田原湾

三河湾

遠州灘

三
河
港

東部幹線併設水路
城下・六連工区

豊川用水二期事業
昭和40年代から東三河地域一帯のライフ
ラインを支え続けてきた豊川用水。このか
けがえのない水路をより強靭な社会基盤と
して再生させる「豊川用水二期事業」がク
ライマックスを迎えている。地域の暮らし
の礎となる水路、「水の線」を力強く未来へ
引き継ごうとする現場に取材した。

写真：特記以外は中原一隆

※MAPで示しているのは今回取材をした範囲。

既設の豊川用水。農業・工業・水道用水として安定的
に水を供給し、地域の発展に大きく貢献してきた。
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永きに渡り渥美半島に水を送り続けてきた「豊川用水」。堤に沿う
ように新たな併設水路が施工された。（提供：西松建設㈱）

 強靭化への挑戦

P E
project

engineering

E engineer

五十嵐所長は「鋼管は品質と溶接が命」と語る。水路に用いた
鋼管は全数材料検査とX線検査を実施、最高水準の品質と精度
を追求した。（提供：西松建設㈱）

開削により設置された新しい鋼管製の水路（左
上）。（提供：西松建設㈱）復元後の道路（左下）。
施工後は掘削の際に仮置きしておいた土を元に戻
し復元する。畑、農道ともに原状復旧が原則だ。

水
利
用
の
安
定
化
と

地
震
対
策
を
両
立
す
る

水
路
の
複
線
化

　常に念頭にあったのは現場における
安全確保と農作物に対する配慮です。
　施工は耕作地に沿った公道下が主で
すから、工事用の仮設道路は畑の一部
を拝借して造成せざるを得ません。そ
れだけでも農家さんには大きなご負担
をおかけしました。風が強い地域です
ので工事で発生する粉塵が耕作物の葉
の間に入るとその価値が下がってしま
う。粉塵の飛散は何としても抑えなけ
ればなりません。そのために出来る限
り努力しました。季節ごとの作物や風

向きによって対策も異なります。こう
したきめ細かい防塵対策は当社と地元
の農家さんとの深いコミュニケーショ
ンの賜物です。
　工事は間もなく終えますが、いろい
ろな意味で難工事であったことから協
力していただいた工事業者さんの期待
に十分に答えられなかったことが残念
でなりません。これらの貴重な経験を
踏まえて、現場の若手職員には今後の
貴重な糧として活躍を期待したいと思
います。

西松建設株式会社 中部支店
豊橋東部出張所 作業所長

五十嵐 洋

農作物を粉塵から守る！
耕作地の真ん中での施工

い
る
。
農
業
用
水
の
使
用
量
が
減
少
す

る
冬
期
に
こ
の
併
設
水
路
に
水
流
を
切

替
え
、
既
設
の
幹
線
水
路
を
改
築
す
る
。

こ
の
水
路
改
築
事
業
が
着
工
以
来
十
二

年
の
歳
月
を
経
て
昨
年
度
完
成
し
た
。

豊
川
用
水
二
期
事
業
は
こ
れ
で
完
了
と

は
い
え
な
い
。
平
成
十
四
年
に
東
海
地

震
の
強
化
地
域
が
見
直
さ
れ
、
範
囲
が

拡
大
し
て
こ
の
地
域
も
指
定
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
平
成
十
九
年
度
に
着
手
し

た
大
規
模
地
震
対
策
及
び
石
綿
管
除
去

対
策
が
平
成
二
十
七
年
度
の
竣
工
を
目

指
し
鋭
意
継
続
中
で
あ
る
。
こ
の
対
策

は
豊
川
用
水
が
被
災
し
た
際
、
周
辺
施

設
に
対
す
る
二
次
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
、

危
険
度
が
高
い
箇
所
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　
渥
美
半
島
の
太
平
洋
側
を
西
に
向
か

い
、
現
場
の
一
つ
田
原
市
六
連
町
を
訪

ね
た
。
緩
や
か
な
起
伏
が
重
層
的
に
広

が
る
そ
の
斜
面
に
は
緑
の
作
物
、
キ
ャ

ベ
ツ
や
白
菜
が
太
陽
の
光
を
存
分
に
浴

び
て
元
気
に
育
っ
て
い
る
。
豊
川
用
水

に
沿
う
道
の
所
々
に
真
新
し
い
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
が
打
た
れ
て
い
た
。
こ
の
直
下

に
新
た
な
管
水
路
が
敷
設
さ
れ
て
い
る
。

傍
ら
の
畑
で
仮
設
の
工
事
用
道
路
を
農

地
に
復
旧
す
る
作
業
が
重
機
を
使
っ
て

続
け
ら
れ
て
い
た
。

考
慮
し
て
複
数
の
工
法
を
採
用
し
ま
し

た
」
と
案
内
し
て
く
れ
た
西
松
建
設
㈱

の
五
十
嵐
洋
作
業
所
長
は
語
る
。
豊
川

用
水
近
傍
で
は
推
進
管
の
液
状
化
対
策

と
し
て
確
実
で
高
品
質
で
あ
り
堤
体
の

変
状
影
響
の
少
な
い
浸
透
注
入
工
法
で

あ
る
「
超
多
点
注
入
工
法
」
を
施
し
た
。

工
事
の
た
め
に
農
家
か
ら
借
用
し
た
畑

は
、
工
事
完
了
後
に
も
と
も
と
あ
っ
た

土
に
戻
す
。
工
事
の
後
を
残
さ
な
い
こ

と
が
大
事
な
の
だ
と
い
う
。

　
豊
川
用
水
の
改
修
は
こ
れ
か
ら
も
続

く
。
維
持
、
更
新
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

よ
り
強
靭
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
次

代
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　
豊
川
用
水
二
期
事
業
の
根
幹
を
な
す

「
水
路
改
築
」
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ひ

び
割
れ
や
破
損
、
漏
水
等
の
老
朽
化
が

進
ん
だ
箇
所
を
改
築
す
る
工
事
だ
。
し

か
し
、
年
間
を
通
し
て
水
を
送
り
続
け

る
幹
線
水
路
を
、
改
修
の
た
め
と
は
い

え
遮
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
改
修

時
も
安
定
的
に
水
を
供
給
す
る
た
め
、

既
設
の
幹
線
水
路
に
ほ
ぼ
並
行
す
る
管

水
路
を
五
四
㌔
㍍
に
わ
た
り
新
設
し
て

　
こ
こ
豊
川
用
水
東
部
幹
線
の
城
下
・

六
連
工
区
で
は
大
規
模
地
震
対
策
の
一

環
と
し
て
併
設
水
路
を
新
た
に
敷
設
し

た
。
延
長
三
、一
七
六
㍍
の
併
設
水
路

が
開
削
工
二
、一
三
九
㍍
と
推
進
工
一
、

〇
三
七
㍍
に
よ
っ
て
施
工
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
推
進
工
事
で
は
掘
進
機
を
用
い

た
「
泥
濃
式
推
進
」、
人
力
に
よ
る
「
羽

口
推
進
」
が
併
用
さ
れ
た
。「
幹
線
水
路

に
並
行
す
る
新
水
路
と
い
っ
て
も
敷
設

は
公
道
下
が
主
で
す
か
ら
、
す
べ
て
が

水
路
に
沿
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
施
工
地
点
の
土
質
、
経
済
性
を

さ
ら
に
強
靭
な

水
道
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

次
世
代
に
引
き
継
ぐ

用水は一旦貯水池に蓄えられ耕作地に供給される
（上）。畑毎に設置された「畑管」は作物を育む水の
給水口だ（下）。　


